
　よしもと人気芸人たちが全国各
地をお笑いツアーで訪れる「週末よ
しもと」が阿南にやってきます！
　あの爆笑コントが、あのネタ
が、そして泣く子も笑う新喜劇。
テレビとはひと味違う生の笑い
をご堪能ください。
日　時　５月26日㈰　２回公演
１回目　13:00開演　12:30開場
２回目　16:00開演　15:30開場
場　所　市民会館　大ホール
出　演　お笑いライブ（Ｗヤング、
海原やすよともこ、テンダラー、銀シャリ、もりやすバ
ンバンビガロ）新喜劇（辻本茂雄、末成由美ほか）
※都合により出演者が変更になる場合があります。
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

日　時　６月９日㈰　14:00 開演
場　所　文化会館　夢ホール
入場料　500 円（小学生以上）
※４歳以上の未就学児は無料
出演者　
都築 知恵子（ヴァイオリン）
野間 こずえ（ピアノ）
真鍋 美恵（ソプラノ）

「みんなでピアノ物語」「夢ホールコン
サート」において来場者の投票により

「オーディエンス賞」を受賞した３組
が出演します。
前売り券販売場所
文化会館、市民会館、情報文化センタ
ー、アピカ、フジグラン阿南、平惣書店、黒崎楽器
※４歳未満は入場できません。（ただし親子室は可、要予約。）
※託児室あります。（10 カ月～８歳、１週間前までに要予約。）
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

セ
ン
タ
ー

科
学

子
ど
も
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
、
子
ど
も

向
け
の
科
学
実
験
や
工
作
が
で
き
る
特
設
の

ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
土
星
観
望
会
も
実
施
し

ま
す
。
予
約
不
要
で
無
料
で
す
。

期
間　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷

日
替
実
験
工
作
ブ
ー
ス　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

お
も
し
ろ
科
学
実
験　

午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
～
、
3
時
～

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

午
前
10
時
30
分
～
、
午
後
1
時
15
分
～
、
3

時
～

土
星
観
望
会　
午
後
７
時
～
９
時

※
悪
天
候
の
場
合
、
観
望
会
は
中
止
し
ま
す
。

※
催
し
の
内
容
等
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

か
ん
た
ん
天
体
写
真
教
室

「
デ
ジ
カ
メ
で
土
星
を
撮
ろ
う
」

　

お
持
ち
の
デ
ジ
カ
メ
で
、
リ
ン
グ
を
持
つ

惑
星
や
土
星
を
撮
影
し
ま
す
。

日
時　
５
月
24
日
㈮　

午
後
７
時
～
９
時

対
象　
デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
で
基
本
操
作
が

で
き
る
小
学
生
以
上
の
方

参
加
方
法　
電
話
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員　
30
人

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
の
２
回
。
投
映
時
間
は
約
30
分
。

※
5
月
３
日
～
5
日
は
、
子
ど
も
科
学
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

※
内
容
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

日
時　
土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回
。
実
施
時
間
は
約
30
分
。

※
5
月
３
日
～
5
日
は
、
子
ど
も
科
学
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

※
内
容
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

５
月
の
休
館
日　

７
日
㈫
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪

メールアドレス　science@ananscience.jp

■ 全国お笑いライブ　週末よしもと
「よしもとが阿南にやってくるよ！」

■ ロレアコンサート

　市内を中心とした美術愛好家の皆さんの力作をぜ
ひご覧ください。
日　時　５月３日㈷～５日㈷　 9:00～17:00
　　　　※５日㈷は16:00まで　
場　所　文化会館　視聴覚室・研修室　
入場料　無料
出品作品　書道、日本画、洋画、写真、美術工芸
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 第52回阿南市美術展

　音楽が大好きな子どもたちの演奏会です。皆さん
の出演をお待ちしています。
日　時　６月23日㈰　13:30開演予定
場　所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　阿南市在住の高校生以下の子どもたち
　　　　（未就学児童を含む）
演奏方法　電子楽器、音声拡声器を使用しない洋楽

器による生演奏
演奏形態　独奏およびアンサンブル
申込方法　出演申込書を情報文化センターまで郵送

または持参してください。
申込書配置場所　情報文化センター、文化会館、市

民会館、各図書館、各公民館
参加費　 無料
申込締切日　５月19日㈰
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 「ジュニアコンサート」出演者募集

あなんカルチャー

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
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南
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阿
南
市
文
化
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保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

福
井
庄

　

福
井
庄
の
庄
域
は
旧
福
井
村
、
旧
椿
村

全
域
に
及
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
庄
域
は
古
く
か
ら
開
け
て
い
た
。

た
と
え
ば
福
井
町
中
連
遺
跡
は
縄
文
後
期

と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
四
年
の
台
風

に
よ
っ
て
福
井
川
が
は
ん
濫
し
水
田
の
表

土
が
流
さ
れ
た
時
、
つ
つ
み
一
杯
の
土
器

が
採
集
さ
れ
た
。
こ
の
中
か
ら
磨
消
縄
文

土
器
が
発
見
さ
れ
た
。
現
在
、
遺
跡
は
消

滅
し
て
い
る
。

　

福
井
町
大
西
の
荒
神
谷
遺
跡
、
福
井
町

中
内
、
椿
町
船
瀬
の
船
瀬
遺
跡
、
椿
町
加

茂
前
の
加
茂
神
社
遺
跡
か
ら
弥
生
時
代
の

遺
跡
が
出
て
い
る
。

福
井
庄
の
成
立

　

立
庄
の
年
代
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
し

か
し
、
嘉
元
三
（
一
三
〇
五
）
年
七
月
二

十
六
日
、「
亀
山
院
処
分
状
」
に
「
福
井

庄
外
四
庄
」
が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
福

井
庄
は
皇
室
領
で
あ
る
。
上
記
処
分
状
に

よ
っ
て
亀
山
上
皇
か
ら
後
二
条
天
皇
に
伝

領
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
下
福
井
村
岩
浅
嘉
蔵
文
書
」（「
阿
波

国
徴
古
雑
抄
」
所
収
）
に

　
「
福
井
庄
内
ニ
而
五
拾
貫
領
、
指
二
遣
之

一
候
、
全
所
務
可
レ
有
レ
之
」
と
あ
り
、
岩マ

マ

見
守
と
諸
事
相
説
」
せ
よ
と
あ
る
。
こ
の

文
書
は
東
条
関
之
兵
衛
実
光
が
天
文
元
年

中
夏
日
に
橘
朝
臣
岩
浅
甚
九
郎
に
宛
て
た

も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
年
森

志
摩
守
村
春
が
椿
泊
へ
封
じ
ら
れ
た
時
、

「
福
井
庄
で
三
千
石
を
与
え
ら
れ
た
」
と

あ
る
。
天
正
十
年
、
豊
臣
秀
吉
の
太
閤
検

地
に
よ
っ
て
す
で
に
荘
園
制
は
崩
壊
し
て

い
る
が
、
庄
名
は
俗
称
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
時
代
は
特
定
で
き

な
い
が
、
福
井
里
に
福
井
庄
が
立
券
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
福
井
町
小

谷
の
弥
勒
菩
薩
坐
像
（
昭
和
四
十
二
年
一

月
十
七
日
、
県
文
化
財
＝
有
形
、
彫
刻
＝

に
指
定
）
で
あ
る
。

　

こ
の
坐
像
は
板
碑
で
、
ほ
ぼ
舟
型
の
細

長
い
和
泉
砂
岩
で
作
ら
れ
て
い
る
。
問
題

は
銘
文
で
あ
る
。

　

こ
の
板
碑
は
高
さ
九
二
・
五
セ
ン
チ
、

厚
さ
八
セ
ン
チ
か
ら
六
・
五
セ
ン
チ
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
三
つ
に
割
れ
て
い
る
。

　

こ
の
板
碑
上
部
半
分
に
蓮
華
座
に
坐
し
、

転
法
輪
相
を
し
た
弥
勒
菩
薩
像
を
線
刻
し
、

そ
の
下
に

　

阿
波
国
海
部
郡
福
井
里
大
谷
内

　

奉
造
立
当
来
生
人
安
持
仕

弥
勒
菩
薩　

寿
永
四

正
月
廿
八
日

　

願
主　

藤
原
満
量
妻
為
藤
原

と
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
福
井
里
は
当
時
海
部

郡
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
寿

永
四
年
正
し
く
は
元
暦
二
年
正
月
と
記
す

べ
き
で
あ
る
。

　

当
時
、
阿
波
国
は
平
家
の
勢
力
下
に
あ

っ
た
。
藤
原
満
量
の
妻
が
娘
の
死
を
悲
し

ん
で
建
立
し
た
も
の
で
娘
の
名
は
銘
文
が

磨
滅
し
て
い
て
判
語
で
き
な
い
。
満
量
は

福
井
の
住
人
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
人
物
か
分
か
ら
な
い
。

〈
参
考
〉「
阿
南
市
史
」
第
一
巻

　
　
　
　
「
阿
南
市
の
文
化
財
」

中連遺跡があった福井駅付近
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